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駐屯地マスコットキャラ
『宇駐人』くん

宇都宮駐屯地公式HP

創立７５周年記念行事開催
令
和
７
年
４
月
５
日
、
宇
都
宮
駐
屯
地
（
駐
屯
地

司
令
＝
森

温

２
等
陸
佐
）
は
駐
屯
地
創
立
75
周
年

記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。
観
閲
部
隊
指
揮
官
竹
澤
３

佐
（
東
部
方
面
特
科
連
隊
第
２
大
隊
）
が
指
揮
す
る

観
閲
部
隊
が
整
列
す
る
中
、
共
催
者
で
あ
る
防
衛
協

会
副
会
長
・
隊
友
会
長
を
は
じ
め
、
栃
木
県
知
事
・

国
会
議
員
・
県
市
議
会
議
員
・
各
市
町
首
長
・
関
係

各
機
関
代
表
・
自
衛
隊
協
力
団
体
等
の
ご
来
賓
を
迎

え
、
約
六
千
名
に
も
及
ぶ
来
場
者
の
祝
福
の
中
、
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

各
部
隊
の
指
揮
官
が
先
導
し
た
主
要
装
備
車
両
に

よ
る
観
閲
行
進
。
そ
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
３
機
に
よ

る
観
閲
飛
行
。
格
闘
指
導
官
等
に
よ
る
逞
し
い
格
闘

演
武
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
リ
ぺ
リ
ン
グ
を
は
じ

め
、
諸
職
種
部
隊
が
総
合
戦
闘
力
を
発
揮
し
た
模
擬

戦
。
そ
の
全
て
に
お
い
て
終
始
会
場
か
ら
は
大
き
な

歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
た
。

災
害
派
遣
活
動
を
紹
介
す
る
防
災
コ
ー
ナ
ー
や
車

両
の
体
験
試
乗
、
防
衛
資
料
館
内
に
展
示
し
た
模
型

部
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、

随
所
で
晴
天
の
桜
と
と
も
に
写
真
撮
影
を
し
た
り
と
、

多
数
の
来
場
者
で
盛
り
上
が
り
、
自
衛
隊
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
一
日
で
あ
っ
た
。

観閲部隊の敬礼を受ける駐屯地司令

整列する観閲部隊

観閲行進開始

気迫みなぎる格闘演武

模擬戦（陣地占領に向かう歩兵部隊）

模擬戦（リぺリング） 式典司会を務めた隊員模型部作品（営内）のフォトスポット
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中
央
即
応
連
隊
（
連
隊
長
＝
当
時
：
堀
口
大
助

１

等
陸
佐
）
は
、
令
和
７
年
１
月
24
日
（
金
）
か
ら
１

月
31
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
新
潟
県
の
関
山
演
習
場

に
お
い
て
「
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
訓
練
」
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
は
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
国
際
任
務
完

遂
の
た
め
必
要
と
な
る
編
成
・
装
備
及
び
能
力
に
つ

い
て
案
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
連
隊
に
共

有
し
て
任
務
遂
行
能
力
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
。

当
初
、
駐
屯
地
に
お
い
て
訓
練
の
全
般
説
明
や
積

雪
寒
冷
地
に
お
け
る
注
意
事
項
に
つ
い
て
教
育
を
実

施
、
衛
生
科
隊
員
は
、
凍
傷
及
び
低
体
温
症
の
対

策
・
処
置
に
つ
い
教
育
を
行
う
な
ど
安
全
管
理
に
万

全
を
期
し
た
。
関
山
演
習
場
で
は
「
ス
キ
ー
機
動
」

「
車
両
走
行
性
能
の
検
証
」
「
宿
営
地
の
構
築
」
な

ど
の
訓
練
と
検
証
を
実
施
し
て
各
人
の
能
力
及
び
技

術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
積
雪
地
寒
冷
地
に
お

け
る
装
備
品
や
宿
営
地
構
築
要
領
な
ど
を
検
証
し
た
。

２
月
５
日
（
水
）
に
実
施
さ
れ
た
本
訓
練
の
研
究

会
に
お
い
て
、
訓
練
担
任
官
で
あ
る
施
設
中
隊
長
は

「
あ
ら
ゆ
る
環
境
下
で
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
、

冬
季
の
知
識
や
技
術
に
つ
い
て
も
練
度
向
上
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
訓
練
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
十
分
な

部
分
も
あ
る
の
で
、
訓
練
場
所
の
選
定
等
も
含
め
て

必
要
な
訓
練
を
実
施
し
て
練
度
の
維
持
・
向
上
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

中
央
即
応
連
隊
（
連
隊
長
＝
当
時
：
堀
口
大
助

１
等
陸
佐
）
の
爆
発
装
置
処
理
隊
（
Ｅ
Ｏ

Ｄ
）
は
、
令
和
７
年
２
月
23
日
（
日
）
か
ら
３
月
９
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習
場

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度
印
陸
軍
と
の
実
動
訓
練
（
ダ
ル
マ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

24
）
」
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
対
テ
ロ
戦
に
係
る
作
戦
遂
行
能
力
及
び
戦
術
技
量
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

両
国
の
相
互
理
解
・
信
頼
関
係
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

爆
発
装
置
処
理
隊
は
、
機
能
別
訓
練
に
お
い
て
印
陸
軍
工
兵
部
隊
と
第
１
師
団
訓
練
参
加

部
隊
に
対
し
Ｉ
Ｅ
Ｄ
（
即
製
の
爆
発
装
置
）
対
処
要
領
、
装
備
品
の
展
示
・
説
明
及
び
処
理

器
材
等
に
よ
る
爆
破
検
証
を
実
施
、
ま
た
印
陸
軍
の
Ｉ
Ｅ
Ｄ
処
理
器
材
と
訓
練
展
示
の
研
修

を
行
い
情
報
共
有
と
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

総
合
訓
練
は
、
市
街
地
に
武
装
勢
力
が
潜
入
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
爆
発
装
置
処

理
隊
は
、
印
陸
軍
工
兵
部
隊
及
び
第
１
師
団
訓
練
部
隊
と
不
審
物
発
見
時
の
連
携
要
領
や
対

処
要
領
に
つ
い
て
確
認
・
調
整
を
実
施
、
市
街
地
に
お
け
る
武
装
勢
力
の
捜
索
・
撃
滅
の
際

は
、
突
入
小
隊
に
処
理
員
が
同
行

し
、
発
見
し
た
不
審
物
等
に
対
処

し
て
突
入
小
隊
の
迅
速
な
市
街
地

域
の
安
全
化
に
寄
与
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
は
「
印

陸
軍
と
使
用
し
て
い
る
機
材
に
多

少
の
違
い
は
あ
る
が
、
基
本
的
な

対
処
要
領
に
つ
い
て
大
き
な
差
は

な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
」
「
印

陸
軍
、
34
普
連
と
連
携
し
、
対
テ

ロ
に
お
け
る
Ｅ
Ｏ
Ｄ
処
理
組
等
の

運
用
の
一
案
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
成
果
を
述
べ
た
。

積 雪 寒 冷 地 に お け る 訓 練 (関山演習場)

装備品の展示・説明

蛇腹鉄条網の構築

車両走行性能の検証

不審物対処要領の展示
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東
部
方
面
特
科
連
隊
第

２
大
隊
は
、
２
月
26
日
～

28
日
宇
都
宮
駐
屯
地
で
実

東
部
方
面
特
科
連
隊
第
２
大

隊
（
大
隊
長
＝
森

温

２
等
陸

佐
）
は
２
月
３
日
～
６
日
の
間

宇
都
宮
駐
屯
地
及
び
宇
都
宮
駐

屯
地
周
辺
に
お
い
て
、
令
和
６

年
度
栃
木
県
警
察
と
の
共
同
訓

練
を
実
施
し
た
。
訓
練
に
は
第

２
大
隊
を
は
じ
め
中
央
即
応
連

隊
・
警
務
隊
や
、
栃
木
県
警
察

本
部
の
警
備
部
門
、
機
動
隊
等

か
ら
総
勢
約
１
５
０
名
が
参
加

し
、
治
安
の
維
持
に
関
す
る
協

定
に
基
づ
き
県
内
で
有
事
の
際

に
備
え
て
の
共
同
対
処
要
領
に

つ
い
て
演
練
し
た
。
特
に
サ
イ

レ
ン
と
と
も
に
赤
色
灯
を
点
灯

さ
せ
た
パ
ト
カ
ー
が
自
衛
隊
車

両
を
先
導
す
る
緊
急
輸
送
及
び

不
審
者
の
侵
入
阻
止
の
行
動
等

状
況
に
応
ず
る
連
携
要
領
を
確

認
し
た
。

令和６年度 警察との共同訓練

連隊炊事競技会「第５中隊が優勝」

緊急輸送訓練

野外炊具１号

優勝した第５中隊炊事チーム

審査員を唸らせた渾身の料理

第
四
中
隊

連
隊
武
道
競
技
会

固唾を呑んで見守る団体戦決勝

すべては中隊のため 心を一つに

施
さ
れ
た
令
和
６
年
度
連
隊
武
道
競

技
会
に
参
加
し
、
戦
闘
員
と
し
て
必

要
な
近
接
戦
闘
能
力
の
維
持
・
向
上

及
び
敢
闘
精
神
の
涵
養
と
中
隊
の
団

結
強
化
を
図
っ
た
。

団
体
の
部

銃
剣
道

優
勝

（
銃
剣
道
）

陸
曹

６
中

２
曹

鈴
木
和
裕

陸
士(

１
任
期
未
満
）

４
中

士
長

佐
野
晴
規

（
拳

法
）

81
㎏
以
下

本
中

１
曹

栗
田
憲
実

73
㎏
以
下

本
中

２
曹

渡
邉
拓
海

女
性
自
衛
官５

中

３
尉

楢
橋
由
貴
那

個
人
戦

優
勝
者
（
２
大
隊
）

東
部
方
面
特
科
連
隊
第
２
大
隊
は
、
２
月
13
日
北
富

士
駐
屯
地
（
山
梨
県
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
令
和
６

年
度
中
隊
対
抗
連
隊
炊
事
競
技
会
に
参
加
し
た
。

本
競
技
会
は
各
中
隊
の
炊
事
能
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
部
隊
の
団
結
の
強
化
に
資
す
る
た
め
実
施
さ
れ

野
外
炊
具
１
号
と
野
外
炊
具
２
号
の
部
で
、
各
中
隊
の

保
有
器
材
ご
と
に
分
か
れ
て
競
わ
れ
た
。
ま
た
、
制
限

時
間
内
に
配
分
さ
れ
た
食
材
や
調
味
料
の
み
で
主
食
、

副
菜
、
汁
物
を
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
50
名
分
を
調
理

す
る
と
い
う
も
の
で
、
味
や
盛
り
付
け
は
も
ち
ろ
ん
、

生
活
支
援
を
想
定
し
た
調
理
間
の
基
本
基
礎
動
作
が
で

き
て
い
る
か
と
い
う
点
も
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

出
来
上
が
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
同
じ
食
器
に
盛
り
付
け

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
文
が
添
え
ら
れ

た
上
で
、
東
部
方
面
特
科
連
隊
や
業
務
隊
等
の
隊
員
に

よ
る
ほ
か
、
防
衛
・
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
や
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
、
協
力
会
長
等
に
も
部
外
審
査
員
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
き
、
全
品
を
食
味
採
点
し
て
厳
正
に
審
査

さ
れ
た
。
２
大
隊
は
、
野
外
炊
具
２
号
の
部
で
第
５
中

隊
が
優
勝
、
第
６
中
隊
が
準
優
勝
の
成
果
を
収
め
た
。
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指揮官が取り組む部隊のメンタルヘルス教育

令
和
７
年
２
月
28
日
、
古
河
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
銃
剣

道
団
戦
技
競
技
会
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
第
３
０
７
施
設
隊

（
隊
長
＝
岡
部

信
幸

２
等
陸
佐
）
が
見
事
２
連
覇
を
達
成

し
た
。
前
競
技
会
で
優
勝
し
て
以
降
、
連
覇
を
目
指
し
日
々

銃
剣
道
錬
成
を
実
施
し
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
連
覇
達
成
の
要
因
と
し
て
、
基
幹
要
員
の
み
な

ら
ず
隊
一
丸
と
な
っ
て
の
錬
成
、
ま
た
新
配
置
隊
員
の
活
躍

が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
特
に
団
体
戦
陸
士
の
枠
に
お
い

て
顕
著
な
活
躍
を
見
せ
た
渡
河
・
交
通
小
隊
の
篠
原
士
長
は
、

そ
の
功
績
か
ら
団
体
戦
Ｂ
グ
ル
ー
プ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
と
し
て
、
施
設

団
に
招
待
さ
れ
て
い
た
来
賓
の
在
日
米
軍
工
兵
隊
の
オ
ナ
ン

中
佐
よ
り
記
念
品
を
授
与
さ
れ
た
。
隊
銃
剣
道
戦
技
監
督
の

風
間
２
曹
は
「
本
競
技
会
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

団
戦
技
競
技
会
３
連
覇
を
目
指
し
て
引
き
続
き
銃
剣
道
錬
成

を
実
施
し
て
い
く
。
」
と
語
っ
た
。

第１施設団戦技競技会

２ 連 覇 達 成 ！銃 剣 道

優勝メンバー 篠原士長（左）と在日米軍オナン中佐（中央）

緊迫の決勝戦

宇
都
宮
駐
屯
地
業
務
隊
（
隊
長
＝

猪
瀨

智

２
等
陸
佐
）
は
令
和
７
年

２
月
19
日
（
水
）
、
宇
都
宮
駐
屯
地

に
お
い
て
部
外
講
師
（
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
西
牧
氏
）
を
招
き
、
第
３
回

駐
屯
地
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
を
実

施
し
た
。
中
央
即
応
連
隊
長
を
は
じ

め
駐
屯
各
部
隊
長
が
参
加
し
総
勢
約

70
名
の
隊
員
が
、
服
務
指
導
担
当
者

と
し
て
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
応
要

領
に
つ
い
て
教
育
を
受
け
た
。
特
に

女
性
自
衛
官
の
特
性
を
考
慮
し
た
隊

員
指
導
に
つ
い
て
意
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。


